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野 数理統計の知識を前提に、計量経済学の理論と応用について検討する。 

 

 経済の実証分析を信頼できるものにするためには、経済理論、数理統計、経済統計、

計量経済学の知識が必要になる。ここでは、計量経済分析の基礎を確認した後、応用的

手法をとりあげ、具体的な政策評価ができるような力を身につけることを目的とする。 

また、２回のレポートによって実証分析の手順を体験し、博士論文執筆の準備の１つと

する。 

 

なお、テキストおよび内容は受講生の理解度および問題意識に応じて、変更する可能

性が高いので、受講を希望する場合は、テキストを購入する前に問い合わせること 
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計量経済学の理論を学ぶことはもちろん、計量分析モデルの選択、論文データの入手、

推定結果の分析といった実際の分析を経験する。 

 

①前半（第 1 回～第 8 回） 

初めに古典的回帰モデルについて確認する。また、実際に統計ソフト（gretl など）を

用いて重回帰モデル、F 検定などの分析例を受講生自身が体験する。その後、回帰分析

の標準的仮定が維持されないケースについてとりあげ、系列相関、不均一分散、同時方

程式モデルなどについて学ぶ。前半終了時には中間レポートの提出を課す。 

 

②後半(第９回以降) 

 主に労働経済・社会保障の分野の実証分析をとりあげながら、質的選択モデルを解説

する。具体的には、logit･probit 分析を中心に、雇用政策の効果に関する実証分析や公的

年金が就業選択に与える影響などの例を紹介し、実習をおこなう。また、パネルデータ

分析なども取り扱う。後半終了時には、全体を通したレポート課題の提出を課す。 

  

 

 

教科書，参考書： 

・Greene, W.H. Econometric Analysis, 8th ed.Pearson.2018. 

・末石直也 (2015), 計量経済学－ミクロデータ分析へのいざない, 日本評論社. 
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到達目標： 

・計量経済学の応用的手法を理解し、分析に用いる力を身につける。 

・計量分析に寄り、政策評価や社会的な事象の説明ができるような力を身につける。 

評価方法及び評価基準： 

評価は中間レポートと最終レポートによっておこなうこととする。 

 いずれも授業で取り上げた手法を適切に用いて分析をおこなうことができるかを確認する

課題となる予定。  

 

授業の方法： 

 テキストの輪読および受講生による練習問題のプレゼンテーションを基本とし、適宜、パソ

コンを用いた実習をおこなう。 

 


